
青水増事業報告 第 12号 (1983)

ア カガイ標 放流試験

川村 要 ･宝多 森夫

昭和54年度から実施 してきたアカガイ放流試験によって､芦崎湾においてはアカガイ地まき増殖

の可能性が一応得られたわけである (本誌10号および11号参照)が､そこで算出した放流貝の歩留

りおよび移動率については､他区画からの移動個体が混入 している可能性を考慮 していないという

問題点があった｡これらの数値を確実なものとするには各個体を識別 して追跡することが必要であ

ろう｡本試験ではアカガイ80個体を標識放流 して 1年後の状況を調査 した｡

放 流 状 況

放流年月日

昭和56年 6月10日

放 流 月

昭和54年産 (満 2年貝)､川内天然採苗貝

80個 (番号 1-80を殻表に表示)

平均殻長 5.1cn､平均全重量 25.6g

放 流 場 所

芦崎湾､水深 4m (第 1図)

放 流 密 度

5個/諺 (第 2図)

放 流 方 法

輸送時間 :自動車 2時間

スキューバ潜水 1名､泥上放流

鉄筋入り塩ビ水道管

第 1図 放 流 場 所
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第 3図再 捕 結 果
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ト_1__定位 42個再

捕 状 況再捕年月日昭和57年 6月8日～6月28日

再 捕 方 法スキューバ潜水 3名延べ潜水時間約 1時間40分

再

捕 結果 (第 3図､第 1表)平均殻長 7.6cn､平均全重量88.3g

生月61個
/

放流80個
く

不明13個

＼
死殻6個

再捕67個

第1表成長
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考 察

本試験の1年間におけるアカガイの成長 ･歩留りおよび移動率は次のとおりである｡

成 長

殻 長 : 5.1C耽→ 7.6C仇

全重量 .･25.6g→ 88.3g

歩 留 り

行方不明個体が全て生きていると仮定 した場合 :93go (

行方不明個体が全て死んでいると仮定 した場合 :76go (

つまり76-93%

移 動 率

行方不明個体が全て他へ移動 したと仮定 した場合 :40go(

行方不明個体が定位 しているにもかかわらず調査

不足で発見されなかったと仮定 した場合 :24%(

計 算 式

生月61個+不明13個

放流80個

生月61個

放流80個

計 算 式

移動19個+不明13個

放流80個

移動19個

放流80個

つまり24-40%

次に昭和54年度から実施したアカガイ放流試験で算出した同期間中の成長 ･歩留りおよび移動率

は次のとおりであった (本誌11号参照のこと)0

成 長

殻 長 : 5.6cn→ 7.8cm

全重量 :40.2g→ 98.3g

歩 留 り

76-94%

移 動 率

40-58%

以上の2つの試験 (試験場所は約30mと隣接 しており､環境条件は同一と考えられる)結果を比

較 しながら考察すると､

ます成長については両試験とも同様の傾向を示 しており､芦崎湾におけるアカガイの2年異から

3年貝に至る成長はこのようなものであると結論 してよいであろう｡

歩留りについては前述のとおり移動という要素が絡むため､両試験の結果に差異の生するこ とが

予想されたが､全く同様の結果になった.ただ76-93%という範囲を示 したが､真の歩留 りは93go

に近いのではないかと思われる｡つまりアカガイの死殻は泥上に露出または半露出しているのが普

通であり､潜水による追跡調査で発見されないとは考えにくいからである｡
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移動率については本試験の方が

かなり小さな値を算出した｡24-

40%という数値は60%以上の個体

が 1年間全く移動 しなかったこと

を意味する｡つまりアカガ イはそ

の環境が満足であれば基本的には

移動という行動をとらない貝では

なかろうか (室内実験では一昼夜

に4回の潜泥 ･露出をくりかえし

延べ 9mの移動を観察 したが).

また本試験で移動が観察された

19個体も､その移動距離は最大 2

mであり (第 4図)､行方不明の

13個体については他所へ移動 した

と考えるよりは､放流場所に棲息

しているにもかかわらず調査不足

のため未発見であると考えるのが

妥当ではなかろうか｡つまり算出

した移動率24-40%では､240/Oに

第 4図 移近いところに真の移動率が存在するように

思われた｡最後に本試験には､条件の吟味不足他の欠陥箇所が多々存在する｡ます13個体の行方

不明個体をかかえこんだために､当初の目的であったアカガイの2年貝から3年貝に至る生態の全

貌を明らかにできなかったことである (その後も放流場所およびその周辺を延べ約 1時間30分潜水調

査したが､行方不明個体は発見されていない)｡次に両試験の放流密度が極端に異なることである｡前

回は50個/m2であるのに対 し､太試験では5個/m2である｡筆者らはアカガイは小規模な試験

に関する限り､芦崎湾においては5Q個/m2以下の密度であれば､ほとんど問題はないと確信 してい

たが､結果的には移動率については密度の影響があったのかも

しれない｡また太試験では2年貝から3年貝に至る状況を追跡 したが､今後はアカガイの全生活

史について同様の試験を試みる必要があろう｡いずれにしても芦崎湾はアカガイ地まき増殖にとっ

て好適な場所であることに疑いの余

地はない｡参 考

文 献宝多森夫他 (1981):アカガ イ放流試験 本

誌第10号宝多森天地 (1982):アカガイ放流試験 (第 2報 追跡調査結果) 本誌第11号
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